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八
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系
九
西
十
年|

戰
前
よ
り
も
低
き
に
居
れ
り
ヒ
し
、
彼
等
の
右
屈
は
慘 

:

以

來

炭

坑

夫

組

合

聯

合

會

.
の

要

求

し

つ

 

>あ
る
石
炭
供
.|
儋
た
る
狀
態
{.
6
花
；̂
と
1>
、
千
九
瓦
八
年
の
八
孝
間
法
. 

，

給
の
國
确(

b)

坑
夫
勞
働
晬
間
の
減
縮
、(

？)

坑
夫
勞
は
實
際
に
八
時
間
以
上
、
障
に
十
時
問
以
上
办
勞
働
を 

働
報
酬
の一

般
的
僧
加
、(

d)

軍
隊
よ
り
歸
休
を
命
せ
_
す
る
も
の
.な
り
ど
し
、
彼
等
：/?
>
傷
密
の
爲
め
^
ヽ
下 

::
.ら
れ
れ
る
坑
夫
に
對
T
,
q待
遇
改
善
を
擧
げ
、
炭
坑
國\

具
者
ビ
爲
る
も
、
職
工
賠
傲
法
に
據
b

前
賃
銀
.の
半
：，

,

有
を
以
て
、
四
五
西
莴
人
.
の
家
栽
を
有
し
、
.

三
千
.三

西

，

额
又
は
如
何
な
る
場
合
に
於
て
も
、
每
週
ー
一
十
志
を
制 

の
//

坑
に
從
事
す
る
^

十
离
人
に
上
る
坑
夫
の
十
分
の
.

，
限
と
す
る
年
常
金
を
®

收
す
る
に
止
ま
b

、
然
も
生
®

• 

_

l'
l

_

_

i

t p

謹

 

一
: i

i

:

I

 

昂
f

f

 

今
日
に
於

 

J

、

.

f

 番

t

 

殆

賃
銀
の
增
.率
せ
ら
れ
た
る
他
の
諸
產
業
に
比
較
し
て
、

釔
»:
«:

し
で
て
.
ニ
-:

方
^

^

处
喪
农
^

^

^

办
1-
:

む
.

炭

坑

夬

の

生

活

の

辛

勞

多

く

、
危

險

大

な

が

に

'想
.到

す

の
#:

す

れ

ば
.

^

0

'羅

て

跋

夫

が# :
^

^
# :

じ
广
^,
も
 

:

’：：
-:
る
：ビ
き
は
、

彼|

{>

.て
生

：活0
減

舊

通

質

的

上

進

間

幷

に

賃

餅

を

改

良

ず

ざ

に

當

國

^

^

よ
り
分 

':
';

を

來

す

東

で

，
產
業
，の

藤

出

ず

る

物

資

の

®

^

に
.象

く

：
*

し
ー
て
、
之

を

論̂

る
.能
ば
ざ
る
己
ど
を
信
ず
。
之
：
^

:

.與
^V

し
む
る
を
以
’て
.ヽ

疆

f

l

る
も
の
な
り
。
.
一：
實
際
の
事
實
に
徵
す
る

に
、
炭
坑
夫
は
千
九
ぼ
十
四
年 

■

諸
發
^
は
4
記
坑
夫
の
«
求
.̂
以
て
、
.正
當
ぐ
認
^
'
|來
其
貧
質
的
賃
銀
に
何
等
の
上
値
を
受
げ
ず
、
却
て
其
.

た
6
。
|5
1
炭
坑
夫
の
»
桊
，た
.，る
、
輿
論
幷
^
下
，院

が

»
率
.̂
:
蒙
れ
る
ど
同
«
の
地
攸
に
皆
4
り
。
即
ち
节
儿 

特
珠
の
，考
量
を
與
ふ
る
所
な
る
に
拘
は
ら
^
、
他
0
職

{-
5
:十
蚜
年
來
賃
銀
ば
‘坑
先
ー
'人
*
4
‘
均

八

'
十

ニ

磅

よ

り

ぽ 

業
に
比
較
し
て
勞
働
條
件
の
劣
る
に
至
れ
る
の
狀
を
免
六
十
九
勝
£
'增
加
し
、「

倍
六
分
以
增
加
に
當
れ
ど
も 

か

れ

ず

，
。

今

上

'記
め
諸
耍
求
を
實
行
す
る
に
當
.り
、
炭

陳

||
#

;

に
食
觀
.の

偾

格

に

一

倍

ニ

割

の

騰

»;
を

來

し

ヽ

賃
••

,

坑
業
、

く
は
.消
®'
奢
■

^

對
し
で
ヽ
如
何
务■

飯

收

得

箨

踏

親

の

生

■

!,
に 

一
^

一

 

割
五
分
0-
上
進
キ 

る
，
經..濟
时
影
響
を
‘反
ぼ
~す
^
';
0
坑
夫
^
合
聯
合
會
は
固
ぃ
1
;吿
げ
た
る
こ
^
を

知

ら

ざ

る

可

か

ら

ず

。

玆

に

^

て

か 

:
:よ
.y
此
點
を
鴒
問
に
«
ず
る
％
0'
に
4

^
、
彼
等
が
賛
.

坑
夫
は
眾
^

自
己
の
貨
幣
賃
^

^
生
激
費
に
調
節
じ
、

銀
#

に

勞

働

時

間

に

就

て

改

良

；を

婴
$

る

や
、

■

 V

一
 

以
で
生
活
標
準
に
於
け
る
退
步
を
防
ぐ
ザJ 
S

を
希
蟹
す 

.現
在
に
於
^

る
右
炭
0

生
廒
幷
に
分
配
^

大
な
る
冗
®

る
に
止
ま
ら
ず
、
進
ん
で
德
準
典
も
の
>進
步
を
要
求 

办
办
、

隨
.て
：之
_を
.節
約
#

る
ミ
き
は
，
；4
!炭
の
消
1

翥

せ

ん

ビ

す

。1
蚤
人
ば
坑
_

の
職
$

^

於
け
■る
地
位
に

 ̂

.顧
み
、
又
他
の
賃
龈
收
得
满
中
、
組
織
あ
る
#
が
生
活 

笫
十
四
‘怨
广(

ニ
七
七
.)

雜

綠

族

、國右炭敗象卷

W

I
槪耍 

S

S
 

ー|
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十

四

卷

(

ニ
七
八)

雜

錄

ギ

f

 

脅
主
，義
，の
國
家
觀-

'
0檩
準
を
進
_め
*
る
^
實
に
秦
し
、
此
®.
求
の
遺
_

ぁ

，

る
を
認
む
る
の
み
な
ら
ず
、
•
斯

る

生

活

標

準

の

*'
步

の
 

社
會
全
體
に
有
利
な
る> J

ミ
を
鳴
へ
ん
ヒ
す
o 

.

炭
坑
失
の
生
活
が
今
日
如
何
に
貧
し
き
狀
態
に
居
る
.

や
は
、
3 £

家
屋
を
愿
れ
ば
、
些
の
疑
を
挾
む
能
は
ざ
る 

如

ち

日

の

炭

坑

村

落

ほ̂
注

居

の

..狀

態
 

に
於
で
、
慘
猶
た
る
4

の

^
''
'

他

化

比

類

を

見

ざ

る

拆

に
し
て
、
南
ク
工
ー

ル
ス
、
ラ
ナ
ル
ク
シ
ヤ
ー
、
ウ
ァ
ー 

ゥ
ギ
/

シ
ャ
ー

、

ス
タ
ッ
フ
ん
ォ
ー
ド
シ

.ャ
ー
坑
'
K

地

方

CD

如
き
、
文
明
の
形
跡
の
何
も
の
た
る
や
を
知
み
能
ば 

ざ
る
な
り
。
吾
人
に
し
て
坑
夫
の
實
鈒
上
進
に
關
す
る 

要
求
を
許
媒
す
る
tt

す
る
も
、
總
で
の
炭
坑
業
が
食
評 

上
0

關
係
に
於
て
、
統
1

せo

る

、
に
於
て
は
、
炭
坑 

「

業
に
於
け
る
戰
前
の
利
益
^

對

し

て

、:'
;
ブ

片

の

懿

食

を
 

加
へ
？
る
を
得
ベ
き

こ

ビ

を
情
^ '
v
r
/
る
を
得
ャ
。

.(

此

項

未

完)
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ギ
ル
ド
f t

會
主
義
又
は
ナV

ョ
ナ\

%
ャ
ル
ブ
の
思
想

は
ナ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
ど
コ
レ
ク
チ
ビ
ズ
ム

(

集
產
主

義)

ミ
に
對
す
る
批
評
か
ら
生
れ
た
ど
云
ふ
こ
ビ
が
出

來
；る
の
で
あ
る
。
ギ
ル
ド
社
會
生
義
の
兩
者
に
對
す
る
.

批
評
は
其
經
濟
的
方
而
に
於
：て
は
發
業
管
现
權
の
問
題

で
あ
る
“

ク
エ
ッ
ブ
に
從
へ
ば

*

業
管
a

の
g

M

は
之

を
三
つ
に
分
類
す
る
こ
ど
が
出
來
る
。

一
、
何
が
生
產

せ
ら
.る
；べ
き
か
の
問
題
換
言
す
れ
ば
消
費
^

に
.供
給
せ

ら
る
ベ
き
貨
物
，又
は
動
勞
の
：秫
«

に
關
ず
る
^

«

、
こ
、

生
產
方
法
に
關
す
、る
決
- ®

、.
即

ち

材

料

の

採

弔

、
方
法
：
 

の

選

捧

、
.
麥

働

者

 

7J7、

，人於

1

件
即
ち
勞
働
場
所
の
温
度
、
空
氣
、
衛
生
設
備
、勞
働
©
 

强

度

、
..繼

賴

時

間

並

に

其

報

酬

と

し

て

與

べ

ら

れ

る 

赁
鈒
の
間
題
之
れ
で
ぁ
る
。
;;
'(

s
.
,

 

a

i
 B,

.

 

W
e
b
b

 

:

| 

I
n
d
u
s
t
r
i
a
l

 

D
e
m
o
c
r
a
c
y
,

 

p
.

 

8
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ぃ
ギ
ル
ド
社
會
主
義

'集
齑
生

_
並
に
ナ
ン
デ
ィ
カ
ク

X

 

、人
は
こ
の
產
.業
管
理
の
間
題
に
對
し
て
各
々
異
れ
る
1 

度
を
採
つ
て
居
る
。
こ
，の
態
度
の
相
異
は
咬
た
こ
れ
等 

三
つ§

主
義
の
國
家
に
對
す
る
觀
方
の
相
異
で
わ
る
。
 

私
は
以
下
简
單
に
集
產
主
義
並
に
：̂

ンV

ィ
カ
リ
ズ
ム 

の

乙れ
に
對
す
る
能
度
^
南
遨
.に
對
す
る
ギ
ダ
ド
社
會 

,主
義
の
批
評
と
最
後
に
ギ
ー
ド
»
會
生
義
者
.の
國
謹 

を
紹
介
し
た
い
ビ
思
ふ
，o
: 

,: 

:■■
> 

.

.

U

產
業
管
现
權
問
題
に
關
ず
る
集
產
主
義
ま
た
は
國
家 

社
會
主
義
の
S

は
シ

ド
ニ！

 

i

ッ
ブ
k
侬
つ
て
代 

表
せ
ら
る
、
ビ
見
る
の
は
極
め
て
妥
當
で
ぁ
る
。
然
ら 

ば
クH

ッ
ブ
は
こ
れ
等
の
問
題
に
關
し
て
如
何
な
る
學

說

を

抱
'懷
し.
て

お..る
<で.
^:
ら

：ぅ

か
0..

第

I

の
何
が
生

產
せ
ら
る

T

&

か
を
決
定
ず
る
の«

 

刺
ば
消
鎪
者
に
あ
る
と.

ク
.

ユ
ダ
ブ
は
主
#

ず
る
。：
何
ぐ
し 

な
れ
ば
社
龠
全
體K

對
し
て
最
大
の
滿
足
を
得
る
：爲
め 

に

は
消
費
渚

.

の
必̂

と
^
蕻
と
を
最
も
靡
臌
し
な
け
れ 

ば
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
故
に
こ
の
問
題
に
對
す
る
決 

定
權
は
必
然
的
^
消
費
者
の
掌
中
に
な
け
れ
ば
な
ら
な 

，一
い
。
こ
れ
等
の
消
製
者.

の
：欲
藥
か
資
本
主
義
制
度
か>

 

ま
た
は
消
費
者
の
任
意
的
圈
結
忙
ょ
る
? t

f

組
合
か
ま 

た
は
、
人
民
の
結
合
即
ち
都
市
又
は
國
家
の
企
業
か
の 

い
づ
れ
に.

ょ
つ
で
最

1

ょ
く

*

足
せ
ら
れ
る
か
！

1

大
間 

題
で
あ
る
。
、
け
れ
ど
も
員0 |

ま
義
制
双
ま
た
は
資
本
、
3 £ 

_
制
度
の
も
ヰ
に
お
い
て
も
共
忙
勞
働
者
は
生
藤
物
の 

薇
類
の
決
定
權
を
持
つ
て
居
な
い
の
ば
、
消
费
は
^
费 

卷
の

®

も

ょ

く

知
る
所
で
あ
る
す
共U

、
勞
働
者
ば
消 

費

者

の

溢

：要

b

對
し
て
何
等
の
智
識
も
な
け
れ
ば
、
ま 

た
勢
働
渚
は
進
步
的
社
會
の
特
色
で
あ
る
需
翦
の
鉍
化
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